
和
辻
倫
理
学
の
基
礎
概
念
「
人
間
」
の
生
成
過
程
の
研
究

瓶
　
孝
　
次

和
辻
暫
郎
の
倫
理
学
体
系
の
墓
礎
概
念
と
し
て
の

閥
題

「
人
聞
」
の
生
成

　
和
辻
哲
郎
の
倫
理
学
の
確
立
は
『
人
聞
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
一
昭
和
九

　
一
1
〕

年
一
に
よ
っ
て
事
実
上
果
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
主
著
笥
倫
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
一

学
』
上
申
下
巻
二
部
作
一
全
集
版
は
上
下
二
巻
一
は
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫

理
学
』
に
お
い
て
「
人
間
の
学
」
の
基
本
構
想
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

台
を
据
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
は
そ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
昭
和
六
年
の
岩
波
哲
学
講
座
所
収
笥
倫
理
学
－
人
間
の
学
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
』
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

て
の
倫
理
学
の
意
義
及
び
方
法
1
』
に
負
う
。
こ
の
著
作
は
形
式
上
、
国
語
学

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

的
材
料
を
解
釈
学
的
手
法
に
よ
り
仏
教
論
的
に
ま
と
め
た
所
に
成
立
し
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
「
人
聞
」
概
念
の
確
立
が
「
人
間
の
学
と
し
て

の
和
辻
倫
理
学
」
の
根
底
を
形
成
し
得
た
。
従
っ
て
和
辻
倫
理
学
の
成
立
を
間

題
に
す
る
時
、
そ
の
「
人
聞
し
概
念
の
生
成
確
立
の
模
様
を
時
期
の
特
定
を
伴
っ

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
従
来
の
諸

研
究
は
解
釈
学
的
手
法
に
関
し
て
も
、
又
仏
教
論
的
要
素
に
関
し
て
も
相
当
進

　
　
　
　
一
5
〕

展
を
見
た
が
、
国
語
学
的
方
面
は
ま
だ
不
十
分
と
思
わ
れ
、
今
特
に
「
人
間
し

の
解
釈
の
国
語
学
的
検
討
を
介
し
、
用
語
面
か
ら
和
辻
の
「
人
間
」
論
の
生
成

過
程
を
解
明
し
た
い
。

二
、
「
人
間
」
の
解
釈
を
め
ぐ
る
国
語
学
的
再
検
討

　
和
辻
が
そ
の
倫
理
学
体
系
へ
の
導
き
の
糸
と
し
て
見
出
し
た
η
人
問
L
の
概

念
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
〈
「
世
の
中
」
自
身
で
あ
る
と
と
も
に
ま
た
世
の
申
に

お
け
る
「
人
」
で
あ
る
V
一
岩
波
全
書
版
門
人
聞
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
二

十
～
二
十
一
頁
一
。
こ
の
人
間
概
念
の
発
見
は
表
か
ら
見
れ
ば
彼
の
標
袴
す
る

解
釈
学
的
現
象
学
の
方
法
の
適
用
の
一
例
と
し
て
素
直
に
受
け
取
れ
る
。
し
か

し
国
語
学
的
厳
密
性
を
も
っ
て
和
辻
の
こ
の
基
本
概
念
を
再
検
討
す
る
こ
と
も

な
お
有
意
義
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
「
人
の
住
む
世
界
」
「
世
問
」
「
世
の
中
」

を
意
味
し
た
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
が
、
現
在
の
よ
う
な
「
ひ
と
」
「
人
々
」
「
人

類
し
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
逆
に
そ
こ
か

ら
再
び
回
顧
的
に
、
「
人
の
住
む
世
界
」
㍗
世
聞
」
「
世
の
中
」
の
意
味
を
取
り

戻
し
て
、
且
つ
、
「
間
」
の
字
義
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
あ
い
だ
」
を
も
加
味
し
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て
和
辻
独
自
の
人
間
概
念
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る

人
間
の
語
義
の
変
遷
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
か
。
和
辻
に
よ
れ
ば
そ
れ
は

次
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
仏
教
の
輪
廻
観
は
、
衆
生
の
経
め
ぐ
る
世
界
を
地
獄
中
、
餓
鬼
中
、
畜
生

中
、
人
閲
、
天
上
の
五
界
、
あ
る
い
は
阿
修
羅
を
加
え
て
六
界
と
し
た
。
衆
生

は
「
人
聞
し
に
生
じ
た
場
合
に
「
人
」
で
あ
り
、
「
畜
生
中
」
に
生
じ
た
場
合

に
「
畜
生
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
漢
訳
経
典
は
し
ば
し
ば
一
〇
ζ
の
訳
語
た
る
「
中
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
省
略
し
て
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
間
・
天
上
と
い
う
ご
と
く
に
二
字
を

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

そ
ろ
え
て
並
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
人
間
が
直
ち
に
畜
生
・
餓
鬼
等
と
対
立
せ

し
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
形
に
お
い
て
六
遭
の
思
想
は
平
安
朝
よ
り
武
家

時
代
に
至
る
臼
本
人
の
人
間
観
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
方
で

は
「
人
間
の
人
」
と
い
う
ご
と
く
、
「
人
問
」
を
明
ら
か
に
人
間
社
会
の
意
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

解
し
つ
つ
、
他
方
で
は
畜
生
と
の
対
比
に
際
し
て
、
畜
生
に
対
す
る
も
の
を
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

問
と
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
来
る
。
す
な
わ
ち
畜
生
界
の
住
者
た
る
畜

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

生
と
、
人
間
の
住
者
た
る
人
と
が
対
比
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

人
間
が
直
ち
に
そ
の
中
の
住
者
η
人
L
の
意
味
に
お
い
て
畜
生
に
対
立
す
る
。
L

（
十
七
…
十
八
頁
）

　
さ
て
和
辻
は
、
「
も
し
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
が
本
来
「
人
」
を
も
意
味
し

得
る
の
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
い
か
な
る
媒
介
が
あ
っ
た
と
し
て
も
L
人
間
が

人
の
意
味
に
転
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
一
十
八
頁
一
。
そ

し
て
そ
こ
か
ら
全
体
と
部
分
の
弁
証
法
的
関
係
を
日
本
人
が
日
常
的
に
と
ら
え

て
い
る
と
い
う
思
想
的
根
本
構
造
を
分
析
し
て
行
き
、
こ
の
基
本
構
造
に
拠
っ

た
人
閲
の
学
の
構
想
が
確
立
さ
れ
て
行
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
語
学
的
な
い

し
言
語
学
的
客
観
性
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
と
、
和
辻
の
論
理
展
開
に
は
幾
つ

か
の
疑
間
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
全
体
と
部
分
の
弁
証
法
的
関
係
は
、
必

ず
し
も
日
本
人
の
思
考
と
日
本
語
に
の
み
特
有
の
も
の
で
は
な
く
て
、
人
知
な

い
し
言
語
一
般
の
象
徴
的
比
楡
的
能
力
の
一
例
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
「
英
語
峯
o
『
δ
で
は
、
世
界
↓
世
界
の
人
、
の
如
き
転
義
が

　
　
　
　
一
伍
〕

み
ら
れ
る
。
」
ま
た
「
一
瓶
の
ワ
イ
ン
」
一
申
身
一
の
こ
と
を
単
に
「
ボ
ト
ル
」

一
容
器
一
と
も
言
う
。
そ
う
見
る
と
、
「
人
間
」
の
語
義
が
「
人
界
」
一
場
所
一

か
ら
「
人
」
一
そ
の
場
所
に
有
る
も
の
一
に
変
わ
っ
た
の
は
語
義
の
変
遷
可
能

性
の
枠
内
に
お
け
る
一
事
例
に
過
ぎ
ず
、
特
別
な
臼
本
思
想
史
的
事
件
と
は
言

え
な
い
。
そ
こ
に
特
別
な
も
の
が
読
み
取
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
思
想
家
和
辻
の
独
創
と
言
う
以
外
に
な
い
。

　
た
だ
し
、
純
粋
に
国
語
学
的
見
地
か
ら
「
人
聞
」
の
語
義
の
変
遷
を
問
題
に

す
る
時
、
そ
れ
に
与
え
た
和
辻
の
解
決
は
先
駆
的
で
あ
る
。
例
え
ば
国
語
学
者

　
　
　
一
7
一

大
野
透
は
「
漢
訳
経
典
は
し
ば
し
ば
一
〇
ζ
の
訳
語
た
る
門
中
』
を
省
略
し
て
、

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
間
・
天
上
と
い
ふ
如
く
に
二
字
を
揃
へ
て
並
べ
て
ゐ

る
。
そ
こ
で
は
人
間
が
直
ち
に
畜
生
・
餓
鬼
等
と
対
立
せ
し
め
ら
れ
る
。
」
と

い
う
和
辻
の
主
張
に
対
し
て
、
「
か
か
る
対
比
は
場
処
の
対
比
で
あ
る
事
が
常

に
明
か
で
あ
っ
て
、
場
処
と
そ
の
所
属
者
と
の
混
同
は
起
り
得
べ
く
も
な
く
、

事
実
、
和
辻
説
の
裏
書
と
な
る
様
な
日
本
語
資
料
は
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ

る
。
」
と
和
辻
説
を
否
定
す
る
。
し
か
し
大
野
の
見
解
も
基
本
的
に
和
辻
説
と

同
一
で
あ
る
。
何
故
な
ら
「
人
間
が
人
間
界
の
住
人
を
意
味
す
る
に
至
っ
た
の

は
、
人
聞
界
を
表
す
㍗
人
間
し
が
そ
の
住
民
を
表
す
と
も
見
ら
れ
る
例
が
多
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
し
と
い
う
大
野
説
は
直
ち
に
和
辻
説
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
大
野
は
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い
る
。

　
一
ユ
一
夜
快
雨
。
先
是
、
数
日
不
雨
、
田
畝
頗
苦
、
今
日
人
間
歓
喜
、
以
為

68



冥
感
。
一
文
徳
実
録
、
天
安
元
年
八
月
壬
辰
一

　
一
2
一
香
の
け
ぶ
り
は
仏
を
む
か
へ
た
て
ま
つ
る
使
な
り
。
人
問
は
く
さ
く

け
が
ら
は
し
。
ま
さ
に
よ
き
香
を
た
く
べ
し
。
一
観
智
院
本
三
宝
絵
、
下
一

　
一
1
9
一
去
テ
モ
定
ナ
キ
ハ
人
問
ノ
習
、
：
…
人
間
二
帰
ラ
バ
再
ビ
夫
婦
ノ
契

ヲ
結
ビ
、
浄
土
二
生
レ
バ
…
…
。
一
太
平
記
、
一
、
頼
員
回
忠
事
一

　
こ
れ
ら
に
あ
る
「
人
間
」
は
い
ず
れ
も
厳
密
に
は
「
人
の
住
む
場
所
た
る
世

問
」
と
い
う
本
来
の
意
義
用
法
の
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
臼
本
人
は
「
人
々
」

の
意
味
で
も
理
解
す
る
よ
う
に
言
語
意
識
を
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

見
解
は
大
野
と
和
辻
で
完
全
に
一
致
す
る
。
け
だ
し
「
狂
言
『
こ
ん
く
わ
い
』

が
狐
を
し
て
「
人
問
と
い
ふ
も
の
は
あ
ど
な
い
も
の
ぢ
ゃ
し
と
言
わ
せ
て
い
る

ご
と
き
は
そ
の
適
例
で
あ
る
。
」
一
十
八
頁
一
と
す
る
和
辻
の
見
方
は
本
質
的
に

大
野
と
通
じ
る
。
従
っ
て
大
野
の
資
料
と
論
説
は
悉
く
が
和
辻
の
先
駆
的
仮
説

を
証
拠
だ
て
補
強
す
る
。
例
え
ば
「
死
此
生
彼
、
天
上
人
問
禽
獣
魚
虫
二
生
ヲ

替
テ
一
太
平
記
一
」
と
い
う
大
野
の
引
く
資
料
一
2
2
一
は
、
ま
さ
に
「
人
間
」

が
一
方
で
は
「
天
上
」
た
る
場
所
に
対
比
し
て
場
所
の
意
味
を
も
つ
と
同
時
に
、

他
方
で
は
「
禽
獣
魚
虫
」
に
対
比
し
て
直
ち
に
「
人
身
」
を
意
味
す
る
。
こ
れ

こ
そ
和
辻
の
主
張
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
私
見
を
一
つ
付
加
す
る
な
ら
、
輪

廻
的
人
間
観
に
お
い
て
は
、
特
に
畜
生
界
は
伝
統
的
に
人
間
界
と
い
わ
ば
混
融

し
て
い
る
世
界
と
見
ら
れ
て
い
る
一
人
々
の
住
む
こ
の
現
実
世
界
に
諸
々
の
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
呂
一

生
類
も
ま
た
同
居
し
て
い
る
一
か
ら
、
特
に
畜
生
と
人
間
と
の
対
比
か
ら
人
間

の
語
義
に
人
の
意
味
が
付
着
す
る
可
能
性
は
多
大
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
も
し
「
和
辻
説
の
裏
書
と
な
る
様
な
臼
本
語
資
料
は
全
く
存
在
し

な
い
」
と
い
う
大
野
の
断
定
が
、
「
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
間
・
天
上
と
い

う
ご
と
く
に
二
字
を
そ
ろ
え
て
並
べ
て
い
る
」
箇
所
を
持
つ
「
漢
訳
経
典
」
の

存
在
は
指
摘
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
ら
、
厳
密
に
は
多
分
そ
の
通
り
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

う
。
確
か
に
和
辻
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
問
・
天
上
と
い
う
文
字
列
を
も

つ
テ
キ
ス
ト
を
一
つ
も
挙
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
必
ず
し
も
大
野
の
よ

う
に
文
字
通
り
に
受
け
取
る
必
要
は
な
い
。
事
実
、
漢
訳
経
典
類
に
お
い
て
地

獄
中
と
地
獄
、
餓
鬼
中
と
餓
鬼
、
畜
生
中
と
畜
生
、
人
間
と
人
、
天
上
と
天
の

厳
密
な
使
い
分
け
は
常
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
例
え
ば
、
「
臼
本
に
お
い
て
最
も
多
く
読
ま
れ
た
法
華
経
」
一
十
六
頁
一
と
和

辻
も
言
う
そ
の
法
華
経
漢
訳
一
授
記
品
一
に
は
、
「
無
四
悪
道
。
地
獄
。
餓
鬼
。

畜
生
。
阿
修
羅
道
。
多
有
天
人
。
」
一
四
悪
道
た
る
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

羅
の
道
無
く
、
お
お
く
天
・
人
有
ら
ん
。
一
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
文
の
「
地
獄
。

餓
鬼
。
畜
生
。
阿
修
羅
道
」
が
四
悪
道
と
し
て
場
所
を
表
わ
す
の
に
対
し
て
、

後
文
の
「
天
人
」
は
天
及
び
人
と
い
う
主
体
者
を
表
わ
す
。
け
れ
ど
も
記
憶
に

残
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
場
所
ま
た
は
主
体
者
の
い
ず
れ
か
に
、
乃
至
両
義

と
も
ど
も
含
ん
だ
形
に
、
読
者
の
意
識
に
お
い
て
六
者
が
統
一
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
は
容
易
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
同
じ
く
法
華
経
警
瞼
品
に
は
「
又
以
貧
著
追
求
故
。
現
受
衆
苦
。
後
受

地
獄
。
畜
生
餓
鬼
之
苦
。
若
生
天
上
。
及
在
人
間
。
貧
窮
困
苦
。
愛
別
離
苦
。

怨
憎
会
苦
。
如
是
等
種
種
諸
苦
。
」
一
ま
た
、
貧
著
し
追
求
す
る
を
も
っ
て
の
故

に
、
現
に
は
衆
の
苦
を
受
け
、
後
に
は
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
の
苦
を
受
く
。
若

し
天
上
に
生
れ
、
及
び
人
間
に
在
れ
ば
、
貧
窮
困
苦
・
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
m
一

か
く
の
如
き
等
の
種
種
の
諸
の
苦
あ
り
。
一
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
「
地
獄
、

畜
生
、
餓
鬼
、
天
上
、
人
間
し
と
い
う
同
位
羅
列
の
イ
メ
ー
ジ
が
容
易
に
形
成

さ
れ
る
。
和
辻
の
言
わ
ん
と
し
た
所
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
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三
、
「
人
間
」
概
念
の
準
備
と
し
の
「
国
民
」

　
先
に
〈
η
人
聞
L
の
語
義
が
「
人
界
」
か
ら
「
人
し
に
変
わ
っ
た
の
は
語
義

の
変
遷
可
能
性
の
枠
内
に
お
け
る
一
事
例
に
過
ぎ
ず
、
特
別
な
日
本
思
想
史
的

事
件
た
り
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
特
別
な
も
の
が
読
み
取
れ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
思
想
家
和
辻
の
独
創
と
言
う
以
外
に
な
い
。
〉

と
述
べ
た
が
、
実
は
こ
の
こ
と
を
裏
書
き
す
る
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
和
辻

は
「
人
聞
し
の
解
釈
を
営
む
前
に
既
に
実
際
に
そ
の
思
想
的
概
念
を
抱
懐
し
て

い
た
の
で
あ
っ
て
、
後
に
「
人
間
」
と
い
う
表
現
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
言

わ
ば
そ
の
結
日
凧
化
を
成
就
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
和
辻
の
「
人
間
論
し
の
生
成
自
体
に
関
す
る
重
要
問
題
に
属
す

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
最
近
の
研
究
で
あ
る
吉
沢
伝
三
郎
「
国
民
道
徳
論
か

ら
す
る
人
間
論
の
生
成
」
が
示
唆
に
富
む
。
即
ち
吉
沢
は
「
和
辻
独
特
の
人
間

論
の
構
想
の
発
端
に
風
土
論
の
着
想
が
位
置
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
風

土
論
の
こ
の
着
想
は
η
国
民
性
の
考
察
」
と
関
連
し
て
お
り
、
更
に
後
者
は
明

治
以
来
の
国
民
遺
徳
論
の
批
判
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
る
。
和
辻
独
特
の
人
問

論
に
お
け
る
「
人
間
」
と
い
う
概
念
が
初
め
て
構
想
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
あ
っ

た
か
は
正
確
に
は
確
定
し
得
な
い
が
、
と
も
あ
れ
そ
れ
は
「
国
民
」
と
い
う
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
い
一

念
か
ら
生
成
し
た
の
で
は
な
い
か
。
L

「
和
辻
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
有
と
時
聞
』
に
深
く
触
発
さ
れ
な
が
ら
も
、
風

土
の
印
象
と
い
う
具
体
的
な
体
験
に
よ
っ
て
彼
な
り
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
見
解

に
不
充
分
な
点
を
感
じ
取
っ
た
が
、
そ
の
点
は
門
風
土
』
の
「
第
一
章
　
風
土

の
基
礎
理
論
」
の
原
論
文
「
風
土
し
一
昭
和
四
年
四
月
一
日
一
に
お
い
て
和
辻

が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
明
ら
か
に
看
取
し
う
る
で
あ
ろ

う
。
「
我
々
は
日
常
生
活
の
最
も
手
近
い
か
・
は
り
に
於
て
す
で
に
「
感
受
し

働
き
出
す
」
と
い
ふ
二
重
の
構
造
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
我
々
は
感
受
し

つ
・
働
き
使
用
す
る
と
い
ふ
か
・
は
り
方
に
於
て
最
も
手
近
か
な
も
の
に
出
合

ふ
。
そ
こ
に
は
η
風
土
し
や
「
道
具
と
し
て
の
も
の
」
が
見
出
さ
れ
る
。
我
々

は
こ
れ
ら
の
も
の
へ
の
感
受
的
な
或
は
使
用
的
な
「
か
・
は
り
」
に
於
て
、
お

の
れ
を
指
し
示
す
と
い
ふ
仕
方
に
よ
っ
て
、
す
で
に
お
の
れ
を
理
解
し
て
ゐ
る
。

こ
の
「
か
・
は
り
」
、
も
の
と
我
々
と
の
出
合
う
場
面
、
こ
の
我
々
と
も
の
と

の
「
中
」
が
「
世
の
中
」
の
現
象
で
あ
る
。
か
く
見
れ
ば
風
土
が
「
世
の
申
に

あ
る
も
の
」
と
し
て
最
も
著
し
い
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

然
し
そ
こ
に
は
常
に
「
我
々
」
が
寒
さ
を
感
じ
「
我
々
」
が
着
物
を
着
る
こ
と

が
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
云
は
、
・
世
の
中
が
公
共
的
で
あ
る
こ
と

は
予
め
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
に
か
・
る
こ
と
が
前
提
し

得
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
「
も
の
」
と
の
か
・
は
り
が
そ
の
あ
ら
ゆ
る
契
機
に

於
て
す
で
に
共
在
す
る
人
を
見
出
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
道
具
或
は

風
土
の
う
ち
へ
出
て
ゐ
る
と
同
時
に
人
の
う
ち
へ
出
て
ゐ
る
。
お
の
れ
を
「
我
」

と
し
て
反
省
す
る
よ
り
も
前
に
、
す
で
に
人
の
う
ち
へ
出
て
ゐ
る
お
の
れ
を
理

解
す
る
。
さ
う
し
て
こ
の
人
と
の
か
・
は
り
に
於
て
、
互
い
に
お
の
れ
を
理
解

し
つ
・
そ
れ
が
他
の
理
解
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
従
っ
て
「
世
の
中
」
の

現
象
は
す
で
に
初
め
よ
り
我
々
の
間
の
か
・
は
り
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
L

　
　
　
　
　
一
㍑
一

一
全
集
別
巻
一
、
三
九
九
～
四
〇
一
ぺ
ー
ジ
一
と
こ
ろ
で
和
辻
の
こ
の
よ
う
な

見
解
に
お
い
て
今
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
こ
で
㍗
風
土
し
と
い
う
概

念
と
の
関
連
に
お
い
て
η
世
の
申
L
と
い
う
概
念
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
我
々
の
間
」
す
な
わ
ち
「
世
間
し
と
い
う

概
念
に
は
、
既
に
人
と
人
と
の
問
と
し
て
の
人
問
と
い
う
和
辻
固
有
の
人
間
概
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念
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
和
辻
独
特
の
人
間
論
、

す
な
わ
ち
人
問
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
と
い
う
構
想
は
こ
こ
で
は
ま
だ
そ
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ほ
一

成
過
程
の
端
緒
に
あ
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
L

　
「
と
こ
ろ
で
和
辻
は
門
風
土
』
の
「
序
言
」
最
終
段
落
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
㍗
こ
の
書
は
大
体
に
お
い
て
昭
和
三
年
九
月
よ
り
四
年
二
月
に
至
る

講
義
の
草
案
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
の
講
義
は
、
外
遊
よ
り
帰
っ
て
間
の
な

い
時
、
人
問
存
在
の
時
間
性
・
空
間
性
の
問
題
を
立
ち
入
っ
て
考
究
す
る
余
裕

も
な
く
、
た
だ
風
土
の
問
題
の
み
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
み
た
の
で
あ
る
L
。

こ
こ
で
「
昭
和
三
年
九
月
よ
り
四
年
二
月
に
至
る
講
義
の
草
案
」
と
言
わ
れ
て

い
る
も
の
は
全
集
別
巻
一
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
「
国
民
性
の
考
察
し
ノ
ー
ト
の

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
講
義
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
の
米
谷
匡
史
氏
の
次
の
よ
う
な

解
説
は
、
私
た
ち
が
既
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
い
た
こ
と
と
も
符
合
す
る
妥
当

な
見
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
「
単
行
本
『
風
土
』
の
「
序
言
し
で
和
辻
は
、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
現
存
在
分
析
に
お
い
て
は
空
問
性
が
二
次
的
に
し
か
論
じ
ら

れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
そ
こ
に
留
ま
っ
た
の
は
彼
の

冒
邑
饒
が
あ
く
ま
で
も
個
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
人
間
存

在
を
た
だ
人
の
存
在
と
し
て
捕
え
た
。
そ
れ
は
人
間
存
在
の
個
人
的
・
社
会
的

な
る
二
重
構
造
か
ら
見
れ
ば
、
単
に
抽
象
的
な
る
一
面
に
過
ぎ
ぬ
。
…
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
は
「
国
民
性
の
考
察
し
ノ
ー
ト
の
執
筆
時
一
昭

和
三
～
四
年
一
や
雑
誌
論
文
「
風
土
」
一
昭
和
四
年
四
月
一
の
頃
に
は
ま
だ
確

立
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
独
自
の
人
問
学
の
体
系
化
が
構
想
さ
れ
た

の
は
昭
和
五
年
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
の
昭
和
一
〇
年
に
至
っ
て
風
土
論

に
関
連
す
る
諸
論
文
が
単
行
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
前

年
に
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
が
刊
行
さ
れ
、
主
著
『
倫
理
学
』
の
執

筆
を
す
す
め
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
単
行
本
の

「
第
一
章
　
風
土
の
基
礎
理
論
」
は
人
間
学
の
枠
組
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
書

き
直
さ
れ
て
お
り
、
同
書
「
序
言
」
で
も
…
そ
の
観
点
か
ら
の
総
括
が
な
さ
れ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
単
行
本
に
は
「
人
間
学
的
考
察
」
と
い
う
副
題
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
単
行
本
化
の
時
点
で
の
観
点
を
あ
ら

わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
講
義
ノ
ー
ト
の
段
階
で
は
ま
だ
「
人
問
学
」
は
整

備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
L
一
全
集
別
巻
一
、
四
八
五
～

　
　
　
　
　
　
一
〕
一

四
八
六
ぺ
i
ジ
）
し

　
「
米
谷
匡
史
氏
が
こ
の
講
義
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
の
解
説
に
お
い
て
適
切
に
指

摘
し
て
お
ら
れ
る
逓
り
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
㍗
国
民
性
」
に
つ
い
て
の
和
辻
の

考
察
か
ら
し
て
、
私
た
ち
は
和
辻
の
「
風
土
論
」
の
構
想
の
焦
点
が
も
と
も
と

「
国
民
性
」
の
考
察
に
存
す
る
こ
と
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

米
谷
匡
史
氏
の
解
説
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
和
辻
が
風
土
論
を
構
想
す
る
に

至
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
時
間
論
に
対
抗
し
て
空
問
論
を

試
み
た
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
こ
の
「
国
民
性
の

考
察
」
ノ
ー
ト
の
冒
頭
部
分
を
見
る
限
り
は
、
当
初
の
問
題
設
定
の
焦
点
は
あ

く
ま
で
も
「
團
民
性
Z
邑
O
竃
一
9
彗
算
奪
」
に
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
を
と

り
込
み
つ
つ
批
判
的
に
拡
張
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
書
き
始
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
彼
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
現
存
在
分
析
の
方
法
を
借
り
て
、

地
理
的
自
然
の
規
定
に
よ
っ
て
「
国
民
性
」
が
成
立
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
論

的
に
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
L
一
全
集
別
巻
一
、
四
八
一
～
四
八
ニ
ペ
ー
ジ
一
。

　
和
辻
の
「
国
民
遺
徳
論
」
に
は
そ
の
初
期
の
草
稿
か
ら
後
の
整
理
さ
れ
た
形

態
の
も
の
に
至
る
ま
で
い
く
つ
か
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
そ
の
基
本
的
な
構
想
は
『
倫
理
学
』
の
構
想
よ
り
も
一
層
包
括
的
な
も
の
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で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
構
想
に
は
後
の
『
倫
理
学
』
な
ら
び
に
『
日
本
倫

理
思
想
史
』
、
お
よ
び
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
構
想
が
包
括
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
点
は
そ
の
最
も
古
い
資
料
た
る
「
国
民
道
徳
論
」
構
想
メ
モ
に

お
い
て
既
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
国
民
道
徳
論
」
構
想
メ
モ
は
、

米
谷
匡
史
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
昭
和
五
年
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
昭
和
六
年

に
執
筆
さ
れ
た
「
国
民
道
徳
論
」
草
稿
は
本
資
料
を
も
と
に
し
て
執
筆
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
由
で
あ
る
一
全
集
別
巻
一
、
四
八
六
ぺ
ー
ジ
一
。
そ
し
て
後
者
の
「
国

民
遺
徳
論
」
草
稿
に
関
し
て
米
谷
匡
史
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
お
ら
れ
る
。

「
本
草
稿
は
、
京
都
大
学
で
の
昭
和
六
年
度
の
講
義
「
国
民
道
徳
論
し
の
た
め

の
講
義
草
案
と
し
て
、
昭
和
六
年
の
四
月
頃
か
ら
七
月
頃
に
か
け
て
執
筆
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
昭
和
六
年
四
月
二
日
付
谷
川
徹
三
宛
書
簡
で
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
新
学
期
か
ら
「
倫
理
学
概
論
」
と
い
ふ
も
の
を
講
義

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
倫
理
学
が
途
方
も
な
い
倫
理
学
な
の
で
、
今

か
ら
楽
し
み
な
の
で
す
。
こ
の
草
稿
を
初
め
か
ら
原
稿
に
書
き
上
げ
る
つ
も
り

で
す
。
も
う
一
つ
は
国
民
道
徳
論
と
い
ふ
も
の
を
や
り
ま
す
。
こ
れ
も
こ
れ
ま

で
の
国
民
道
徳
論
を
す
っ
か
り
や
っ
つ
け
る
の
で
楽
し
み
で
す
。
L
こ
こ
で
言

う
「
倫
理
学
概
論
」
の
原
稿
と
は
、
同
年
二
一
月
に
岩
波
講
座
『
哲
学
』
に
「
倫

理
学
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
論
文
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
を
も
と
に
し
て
さ
ら

に
昭
和
九
年
に
『
人
問
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
L

一
全
集
別
巻
一
、
四
九
〇
ぺ
ー
ジ
一
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
当
初
「
国
民
適
徳
論
」
の
原
理
論
に
相
当
す
る
部
分
と
し

て
構
想
さ
れ
た
倫
理
学
が
和
辻
の
い
わ
ゆ
る
人
問
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
の
始

原
的
な
形
態
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
こ
に
お
い
て
は
「
人
問
」
と
い
う
概
念
は

ま
ず
も
っ
て
そ
の
最
も
具
体
的
な
形
態
た
る
「
国
民
」
と
い
う
概
念
に
中
心
を

置
い
て
構
想
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
人
間
」
と
い
う
概
念

を
「
国
民
」
と
い
う
概
念
に
中
心
を
置
い
て
構
想
す
る
と
い
う
仕
方
は
、
和
辻

に
と
っ
て
極
め
て
利
点
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
と
い
う
の
は
「
国

民
し
と
い
う
概
念
に
は
、
個
人
と
し
て
の
国
民
と
全
体
と
し
て
の
国
民
と
い
う

両
義
性
が
あ
り
、
し
か
も
い
ず
れ
か
と
言
え
ば
全
体
と
し
て
の
国
民
と
い
う
意

義
の
ほ
う
に
力
点
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
従
っ
て
人
間
存
在
を
個
人

性
と
全
体
性
と
の
二
重
構
造
を
有
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
つ
つ
も
、
い
ず
れ

か
と
言
え
ば
人
間
存
在
の
全
体
性
を
よ
り
基
礎
的
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る
傾

向
を
孕
む
和
辻
の
人
閥
概
念
が
ま
ず
も
っ
て
最
も
具
体
的
に
把
握
さ
れ
る
た
め

の
手
が
か
り
と
し
て
は
、
「
国
民
」
と
い
う
概
念
は
極
め
て
恰
好
の
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ほ
一

た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
L

四
、
和
辻
に
お
け
る
圓
本
語
へ
の
哲
掌
的
関
心
と
「
人
聞
」

の
再
発
見

　
一
」
の
よ
う
に
、
「
人
間
」
概
念
は
「
国
民
」
概
念
の
中
で
予
め
準
備
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
国
民
」
と
い
う
表
現
に
留
ま
る
限
り
は
、
「
人
間
」

と
い
う
表
現
が
果
た
し
得
た
よ
う
な
利
辻
倫
理
学
の
原
理
論
的
部
分
を
開
発
し

展
開
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
「
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

民
し
は
η
人
間
し
の
よ
う
な
言
わ
ば
存
在
論
的
普
遍
性
は
有
し
な
い
表
現
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
特
殊
的
制
約
を
免
れ
な
い
国
民
遺
徳
論
の
基
底

に
、
哲
学
的
普
遍
的
な
人
聞
構
造
論
を
和
辻
が
設
定
し
得
た
の
は
、
ひ
と
え
に

「
人
間
」
と
い
う
日
本
語
表
現
の
発
見
な
い
し
再
発
見
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
と

誇
張
で
な
く
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
如
何
に
し
て
、
且
つ
、
何

時
和
辻
が
「
人
間
」
と
い
う
日
本
語
表
現
の
再
発
見
を
し
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
が
意
味
深
い
問
い
で
あ
り
得
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
先
に
も
見
た
よ
う
に
「
和
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辻
独
特
の
人
間
論
に
お
け
る
「
人
聞
」
と
い
う
概
念
が
初
め
て
構
想
さ
れ
た
の

は
い
つ
で
あ
っ
た
か
は
正
確
に
は
確
定
し
得
な
い
一
吉
沢
伝
三
郎
ご
と
言
わ
れ
、

ま
た
「
独
自
の
人
間
学
の
体
系
化
が
構
想
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
年
頃
の
こ
と
一
米

谷
匡
史
）
し
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
我
々
は
現
在
、
こ
れ
よ
り
も
も
っ

と
進
ん
だ
形
で
和
辻
に
お
け
る
「
人
間
し
の
発
見
と
再
発
見
の
事
情
に
言
及
す

る
こ
と
が
出
来
る
資
料
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
和
辻
が
日
本
語
に
対
し
て
哲
学
的
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
と
関
連

し
て
い
る
。
事
実
、
「
倫
理
し
「
人
間
」
「
世
の
中
」
と
の
密
接
な
関
連
の
も
と

に
そ
の
「
人
間
学
し
に
お
い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
「
存
在
」
と
い
う
概
念
・
表

現
が
昭
和
四
年
の
二
月
と
四
月
に
京
都
大
学
哲
学
科
機
関
誌
門
哲
学
研
究
嶋
で

「
日
本
語
に
於
け
る
存
在
の
理
解
二
一
」
「
同
一
二
一
」
と
し
て
論
究
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
昭
和
三
年
十
二
月
一
日
、
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
で
の
和
辻

の
講
演
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
後
に
加
筆
さ
れ
て
笥
続
日
本
精
神
史
研
究
』

に
「
日
本
語
と
哲
学
の
問
題
」
と
改
題
さ
れ
て
収
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
内
容

的
に
は
必
ず
し
も
人
間
学
的
「
存
在
」
の
論
と
直
ち
に
結
含
す
る
も
の
で
は
な

く
、
「
純
粋
な
る
日
本
語
の
意
味
を
頼
り
と
し
て
一
す
な
わ
ち
言
語
の
意
味
に

存
せ
ざ
る
概
念
内
容
を
他
よ
り
持
ち
込
む
こ
と
な
く
一
自
ら
問
い
自
ら
恩
索
す

　
　
　
一
1
6
一

る
こ
と
」
を
日
本
哲
学
界
に
向
け
て
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
達

成
さ
れ
た
「
倫
理
」
「
世
問
」
「
人
間
」
「
存
在
し
の
分
析
は
明
ら
か
に
そ
の
よ

う
な
哲
学
的
日
本
語
研
究
の
間
題
意
識
か
ら
実
現
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
差
し

支
え
な
い
。

　
そ
こ
で
も
っ
と
具
体
的
場
面
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
判
人
間
の
学
と
し
て
の

倫
理
学
』
の
核
心
部
分
で
あ
る
第
ユ
章
の
二
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
の

叙
述
の
合
聞
に
、
「
新
村
博
士
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
慶
長
八
年
一
ニ
ハ
〇
三
一

長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
日
葡
辞
典
に
は
、
ξ
屋
烏
P
O
竃
害
O
ぎ
竃
昌
と
あ
る
。

動
物
か
ら
区
別
せ
ら
れ
た
意
味
で
の
人
類
で
あ
る
。
L
と
い
う
割
注
が
あ
る
一
十

八
頁
一
。
こ
こ
で
新
村
博
士
と
は
、
京
都
帝
国
大
学
に
お
け
る
和
辻
の
同
僚
で

国
語
学
者
・
新
村
出
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
和
辻
と
新
村
と
の
問
に

は
学
間
的
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
こ
で
因
に
、
書
簡
の
ル
ー
ト

か
ら
こ
の
問
題
に
関
す
る
二
人
の
交
遊
を
調
べ
て
み
る
と
、
全
集
に
最
近
第
二

五
巻
と
し
て
増
補
さ
れ
た
和
辻
の
書
簡
集
に
は
新
村
出
宛
は
六
通
収
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
汀
一

い
る
が
、
い
ず
れ
も
当
該
事
項
に
は
関
係
が
な
い
。
他
方
、
新
村
出
全
集
第
十

五
巻
の
書
簡
集
に
よ
る
と
、
ま
さ
し
く
該
当
す
る
文
面
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の

書
簡
集
の
編
集
は
宛
名
毎
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
「
和
辻
哲
郎
宛
し
は
一
目
瞭

　
　
　
一
㎎
一

然
で
あ
る
。
そ
の
十
通
あ
る
う
ち
、
書
簡
番
号
三
乃
至
六
の
四
通
が
「
人
間
」

に
関
連
し
て
お
り
、
同
七
の
一
通
が
「
存
在
」
に
関
係
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ

れ
ら
は
和
辻
の
質
問
に
対
す
る
新
村
の
国
語
学
的
教
示
と
な
っ
て
い
る
。
今
そ

れ
ら
を
必
要
な
限
り
全
部
引
用
し
て
お
こ
う
。

五
、
和
辻
暫
郎
へ
の
新
村
出
の
醤
簡

　
　
書
簡
番
号
三
〔
昭
和
四
年
七
月
二
十
七
日
〕

　
先
刻
の
好
題
目
帰
宅
後
直
に
座
右
の
本
を
見
ま
し
た
が
、
既
に
御
一
ら
ん
の

辞
書
以
外
で
は
、
①
慶
長
八
年
一
一
六
〇
三
一
長
崎
吉
利
支
丹
版
の
日
葡
辞
典

に
、
「
暮
轟
罵
P
O
竃
蟹
◎
ぎ
昌
竃
O
」
と
あ
る
の
が
、
過
渡
期
の
意
味
を
示
す

も
の
と
し
て
は
、
一
寸
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
辞
書
の
仏
訳
本

一
蟹
需
ω
訳
一
八
六
七
一
に
は
「
鵯
睾
⑫
ぎ
竃
三
と
あ
り
ま
す
。
②
村
田
丁

阿
の
著
と
さ
れ
て
ゐ
る
僅
言
集
覧
、
こ
れ
は
文
化
文
政
天
保
頃
の
も
の
で
せ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
　
〔
一

が
、
そ
れ
に
は
当
代
の
僅
諺
二
三
を
あ
げ
つ
・
、
「
人
間
　
俗
に
人
を
人
間
と
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O
　
　
O

云
○
世
の
中
と
い
ふ
事
也
」
と
あ
り
ま
す
。
「
俗
に
」
と
い
ふ
ぬ
冨
巨
蟹
が
お

も
し
ろ
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
の
外
、
辞
書
に
出
て
ゐ
る
用
例
は
、
御
承
知
の
と

ほ
り
、
粗
雑
な
挙
げ
か
た
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
吟
味
を
要
す
る
こ
と
申
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ほ
実
際
の
8
尊
で
見
か
け
た
ら
、
之
か
ら
注
意
し
ま
せ
う
。

こ
れ
で
失
礼
し
ま
す
。

　
　
書
簡
番
号
四
〔
昭
和
五
年
一
月
十
七
日
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ン
ゲ
ン

　
け
ふ
は
か
ら
ず
甲
陽
軍
鑑
を
見
て
を
り
し
に
、
昨
年
夏
お
話
あ
り
し
「
人
間
」

と
い
ふ
語
の
用
例
に
つ
き
参
考
さ
る
べ
き
文
句
を
見
出
し
候
聞
抄
出
し
て
お
目

に
か
け
申
候
。
天
正
三
年
の
原
本
の
や
う
に
し
る
し
あ
り
候
へ
ど
も
、
徳
川
初

期
の
編
と
せ
ば
間
違
な
か
る
べ
く
候
。
版
は
明
暦
二
年
の
も
の
に
候
。
一
第
十

三
冊
一
甲
陽
軍
鑑
品
第
四
十
上
、
巻
第
±
二
或
夜
又
信
玄
公
、
各
御
咄
衆
へ
、

　
　
　
　
　
　
ニ
ン
ゲ
ン

仰
下
さ
る
・
、
人
間
は
、
大
小
に
よ
ら
ず
、
身
を
も
つ
事
、
一
つ
あ
り
。
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ン
ゲ
ン

丁
オ
モ
テ
一
…
惣
別
、
人
間
ハ
、
遠
慮
な
か
ら
し
て
、
才
覚
あ
り
て
、
分
別

有
な
ら
ば
、
何
に
て
も
仕
り
出
し
、
後
の
世
ま
で
も
、
と
ど
め
を
か
ん
。
一
八

　
　
　
　
ニ
ン
ゲ
ン

丁
オ
一
…
人
間
ハ
、
分
別
の
二
字
、
諸
色
の
も
と
と
、
存
候
。
一
十
六
丁
ウ
一

　
ニ
ン
ゲ
ン

…
人
間
に
、
あ
ま
り
、
ち
が
ふ
た
る
人
は
、
世
の
中
に
、
あ
る
ま
じ
き
、
と
一
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

九
丁
オ
一
一
第
五
、
六
冊
一
甲
陽
軍
鑑
命
則
巻
品
第
十
三
、
巻
第
五
…
人
間
の
、

四
十
を
こ
さ
ね
ば
、
や
ま
ぬ
腫
物
、
と
是
を
い
ふ
。

　
　
書
簡
番
号
五
〔
昭
和
六
年
五
月
二
十
二
日
〕

　
辞
源
一
こ
の
辞
書
、
文
学
科
の
閲
覧
室
に
も
あ
る
や
う
に
候
一
人
一
一
一
動

　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
O
　
　
O

物
之
最
霊
者
。
一
二
一
己
之
対
。
他
人
衆
人
皆
日
人
。
一
三
一
官
吏
之
小
者
。

　
こ
の
辞
書
、
民
国
時
代
の
著
な
れ
ど
、
御
参
考
お
す
す
め
い
た
し
候
。
或
ハ

既
に
其
道
の
方
よ
り
お
き
き
ず
み
か
と
も
存
候
へ
ど
も
、
一
昨
日
以
来
、
頭
中

に
去
来
せ
る
に
よ
り
申
候
。
本
目
ハ
雨
天
に
つ
き
、
図
書
館
に
ひ
き
こ
も
り
を

り
候
。
来
週
拝
顔
の
を
り
更
に
高
教
に
接
す
べ
く
候
。

　
　
書
簡
番
号
六
〔
昭
和
六
年
五
月
二
±
一
百
〕

　
日
本
紀
、
「
他
」
を
レ
」
ト
と
訓
せ
し
よ
し
、
倭
訓
栗
に
て
之
を
見
、
そ
の
索

引
に
照
せ
し
も
出
所
を
つ
き
と
め
得
ず
、
遺
憾
な
り
。
古
事
記
の
歌
に
も
レ
」
ト

を
「
他
」
の
意
で
よ
み
、
万
葉
亦
然
り
、
さ
れ
ば
小
生
ハ
、
支
那
よ
り
の
伝
来

又
ハ
影
響
に
は
あ
ら
で
、
日
本
独
発
な
る
べ
し
と
思
へ
り
。
自
己
を

ぎ
巳
婁
～
色
＜
二
せ
ず
に
貨
巳
易
一
毒
ζ
に
ヒ
ト
を
潟
o
旦
①
の
意
味
、

8
箒
g
亮
寄
二
観
じ
て
あ
・
い
ふ
意
義
を
発
展
せ
し
め
し
な
る
べ
き
が
、
西

洋
の
方
へ
そ
れ
が
起
ら
ざ
り
し
こ
そ
却
て
意
外
の
感
を
起
さ
し
め
候
。
勺
o
寝
1

ζ
ω
ら
8
旦
⑯
な
ど
に
「
他
」
一
自
己
以
外
一
の
意
の
意
義
起
ら
ざ
り
し
や
否
や

、
考
へ
て
見
た
く
候
。
い
つ
も
面
自
き
問
題
を
提
供
せ
ら
れ
て
あ
り
が
た
く
候
。

や
は
り
冨
ぎ
J
8
耳
と
昌
ぎ
－
一
〇
σ
・
O
ω
と
ハ
希
臓
以
来
の
如
く
提
携
す
べ
き
も

の
に
や
、
あ
と
ハ
来
週
拝
顔
の
を
り
に
ゆ
づ
り
候
。

　
　
書
簡
番
号
七
〔
昭
和
六
年
六
月
十
日
〕

　
毎
々
面
自
い
聞
題
を
提
供
さ
れ
感
服
の
至
二
候
。
手
数
料
を
戴
く
こ
と
は
此

の
際
免
除
と
し
て
、
さ
て
「
存
知
」
「
存
念
し
「
存
慮
」
「
所
存
し
、
鎌
倉
初
期
ま

で
は
上
ら
ざ
ら
ん
、
日
本
紀
一
斉
明
紀
の
末
二
引
け
る
口
］
本
世
記
一
二
η
存
注
」

と
あ
る
を
「
オ
キ
シ
ル
ス
」
と
訓
せ
る
所
よ
り
見
る
に
、
や
ハ
り
「
存
置
」
の

字
義
二
出
で
た
る
な
る
べ
く
、
恐
く
ハ
「
存
口
」
と
あ
る
第
二
字
の
意
味
、
第

一
字
二
移
入
し
て
、
第
二
字
落
ち
た
る
も
の
に
は
あ
ら
ぬ
か
、
王
朝
時
代
の
法
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律
用
語
か
も
し
れ
ず
、
令
や
格
式
な
ど
二
あ
る
か
も
知
れ
ず
と
存
候
。
保
元
、

平
治
、
平
家
、
吾
妻
鑑
・
：
一
太
平
記
…
一
以
前
、
平
安
朝
の
文
献
一
国
文
一
ニ

ハ
未
見
の
や
う
二
候
。
東
京
よ
り
帰
っ
た
ら
ゆ
っ
く
り
探
し
て
見
ま
せ
う
。

　
別
紙
、
書
き
了
り
し
後
、
「
心
得
し
と
い
ふ
語
あ
り
、
心
に
領
得
、
会
得
の

義
な
れ
ば
、
「
存
」
ハ
心
二
存
す
る
、
心
に
存
し
お
く
の
義
二
や
、
な
ど
思
ひ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

伊
勢
貞
丈
の
安
斎
随
筆
一
九
一
を
見
し
二
「
心
に
存
す
る
」
と
い
ふ
を
略
し
て

η
存
す
る
L
と
の
み
い
ふ
由
見
候
。
当
ら
ず
と
い
へ
ど
も
遠
か
ら
じ
。
心
得
ハ

す
で
に
竹
取
、
枕
に
あ
り
、
お
も
し
ろ
け
れ
バ
序
で
に
申
上
候
。

　
更
二
進
ん
で
、
一
最
古
の
辞
書
）
爾
雅
一
釈
詰
下
一
を
見
る
に
、
在
も
存
も
省
・

察
の
訓
が
あ
り
、
玉
篇
一
六
朝
一
に
も
存
”
察
也
と
あ
り
ま
す
。
視
も
察
も
省

も
、
知
の
前
提
で
せ
う
か
ら
「
存
」
の
字
の
古
義
に
既
二
、
一
存
知
！
コ
レ

モ
古
イ
熟
字
カ
モ
シ
レ
ヌ
。
存
ス
レ
知
ヲ
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
セ
ウ
ト
思
ハ
レ
マ
ス
一

察
知
の
意
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
さ
う
す
る
と
、

私
ど
も
が
小
耳
に
は
さ
ん
で
ゐ
る
所
の
8
σ
・
ま
睾
σ
q
o
竃
蟹
の
理
二
叶
ふ
や
う
で

面
白
く
な
り
ま
す
。
O
o
①
q
ま
尾
よ
り
霧
駕
が
出
て
く
る
の
で
せ
う
。
こ
れ
で
今

晩
ハ
ね
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
和
辻
は
新
村
と
の
面
談
中
に
質
聞
を
行
な
い
、
新
村
が

文
献
に
あ
た
っ
て
調
べ
た
所
を
書
簡
で
知
ら
せ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
直
接
口

頭
で
の
情
報
提
供
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
簡
が
新
村
の
提
供

し
た
情
報
の
全
て
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和

四
年
七
月
頃
に
「
人
間
」
の
語
義
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
和
辻
が
新
村
に

初
め
て
口
頭
で
質
問
を
行
な
っ
た
と
い
う
事
実
が
確
証
さ
れ
る
。

　
所
で
昭
和
四
年
七
月
と
い
う
時
期
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
朝
後
ち
ょ
う
ど
一
年

で
あ
り
、
先
に
言
及
し
た
彼
の
日
本
語
へ
の
哲
学
的
関
心
の
初
発
的
高
ま
り
の

真
最
中
に
当
た
る
。
即
ち
こ
の
年
の
二
月
と
四
月
に
、
前
年
秋
に
行
な
っ
た
講

演
を
ま
と
め
て
「
日
本
語
に
於
け
る
存
在
の
理
解
」
と
い
う
論
文
を
『
哲
学
研

究
』
に
発
表
し
て
い
る
。
故
に
、
彼
が
「
人
間
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
も
探
究

し
始
め
た
の
が
、
ま
さ
に
そ
の
年
つ
ま
り
昭
和
四
年
の
四
月
か
ら
七
月
に
か
け

て
の
時
期
で
あ
る
こ
と
が
推
定
出
来
る
の
で
あ
る
。

六
、
「
蟹
本
語
と
暫
掌
」
メ
モ

一
昭
和
三
年
一
に
お
け
る
人
閥
論

　
こ
れ
に
関
し
て
、
和
辻
全
集
に
最
近
増
補
さ
れ
た
別
巻
二
に
収
め
ら
れ
て
い

る
「
日
本
語
と
哲
学
」
メ
モ
一
昭
和
三
年
一
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
同
書
資

料
解
題
に
よ
れ
ば
、
こ
の
メ
モ
は
先
に
触
れ
た
昭
和
三
年
十
二
月
一
日
の
京
都

哲
学
会
公
開
講
演
会
で
の
和
辻
の
講
演
用
の
も
の
で
、
「
こ
の
メ
モ
は
昭
和
三

年
七
月
に
留
学
か
ら
帰
っ
た
和
辻
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
閉
存
在
と
時
間
』
に

触
発
さ
れ
て
日
本
語
に
よ
る
存
在
論
の
試
み
を
構
想
し
た
最
初
期
の
様
子
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
㍗
世
の
中
し
「
人
と
人
と
の
問
柄
」
と

し
て
の
「
人
間
」
と
い
う
着
想
が
一
現
存
す
る
資
料
の
中
で
は
一
初
め
て
記
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎜
一

れ
た
も
の
で
あ
る
点
で
興
味
深
い
。
L
一
米
谷
匡
史
一

　
事
実
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
書
き
付
け
が
あ
る
。

「
世
の
中
と
は
何
で
あ
る
か
。
〔
申
略
］

　
即
ち
「
よ
」
と
は
人
生
で
あ
り
、
世
界
で
あ
り
、
人
間
杜
会
で
あ
り
、
歴
史

的
に
変
遷
す
る
も
の
で
あ
る
。
η
な
か
L
は
空
間
的
に
も
意
味
の
上
で
も
中
、
内
、

を
意
味
す
る
と
共
に
、
ぎ
と
い
ふ
言
葉
の
有
せ
ざ
る
意
味
、
即
ち
「
交
り
」
「
な

か
ら
ひ
し
「
間
柄
」
を
意
味
す
る
。
「
男
女
の
な
か
」
「
な
か
が
悪
い
し
等
。
即

ち
人
と
人
と
の
聞
に
中
間
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
人
の
孤
立
を
意
味
せ
ず
し
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て
、
両
者
の
交
渉
関
係
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
「
世
の
中
」
と
は
世
の
な
か
、

う
ち
と
い
ふ
の
み
で
な
く
、
「
世
に
於
け
る
人
と
人
と
の
な
か
」
を
意
味
す
る
。

だ
か
ら
、
言
海
は
「
世
上
の
時
勢
人
惰
な
ど
の
総
称
」
と
註
し
て
ゐ
る
。
仏
語

の
「
世
間
」
「
人
間
」
と
同
義
で
あ
り
、
こ
の
「
間
」
が
な
か
に
当
る
の
で
あ
る
。

複
雑
な
る
交
渉
関
係
に
於
て
あ
る
人
生
の
社
会
的
歴
史
的
な
旨
ω
9
■
が
「
世

の
中
」
で
あ
る
。
「
人
間
」
と
い
ふ
言
葉
は
本
来
こ
の
「
よ
の
な
か
し
を
意
味

す
る
の
で
あ
っ
て
孤
立
し
た
個
々
の
人
を
意
味
す
る
の
で
な
い
。
文
字
通
り
㍗
ジ

ン
カ
ン
」
で
あ
る
。
η
人
の
あ
ひ
だ
L
で
あ
る
。
し
一
三
七
〇
～
三
七
一
頁
）

　
こ
れ
を
見
る
限
り
、
既
に
こ
こ
で
和
辻
は
そ
の
独
自
の
「
人
間
」
観
に
目
覚

め
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
厳
密
に
見
る
と
こ
こ
で
は
「
人
間
－
世
の
申
・

世
聞
」
で
あ
っ
て
、
後
の
「
人
間
」
と
「
世
の
中
・
世
間
」
と
の
概
念
的
分
離

が
為
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
「
人
間
」
が
ま
だ
そ
の
個
別
的
主
体
性

を
も
契
機
と
し
て
も
つ
全
体
性
に
お
い
て
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
倫
理
学
的
存
在
論
の
中
枢
的
概
念
に
は
未
到
達
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
達
す
る
に
は
、
「
人
間
し
と
い
う
言
葉
に
関
し
て
、
①
人

の
世
凸
②
人
号
③
「
人
の
世
」
の
再
発
見
凸
④
「
人
」
と
「
人
の
世
」
と
の
総

合
統
一
と
し
て
の
「
人
聞
」
概
念
の
確
立
、
と
い
う
全
行
程
を
踏
み
通
す
必
要

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
和
辻
は
ま
だ
、
③
「
人
の
世
」
の
再
発
見
の
段
階
に
留
ま
っ

て
い
る
。

　
実
際
に
講
演
で
は
こ
の
問
題
に
触
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

も
と
に
し
た
「
日
本
語
に
於
け
る
存
在
の
理
解
」
な
る
論
文
が
一
二
一
以
後
中

絶
し
て
終
っ
た
の
は
、
そ
れ
に
続
く
考
察
過
程
で
、
い
よ
い
よ
特
に
「
人
間
し

の
語
を
め
ぐ
る
間
題
が
中
心
的
な
も
の
と
し
て
和
辻
に
現
わ
れ
て
来
た
か
ら
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
鋭
意
、
特
に
そ
の
語
義
の
歴
史
的
変
遷
を
調
査

す
る
一
環
と
し
て
、
同
僚
の
専
門
家
・
新
村
出
に
も
助
力
を
乞
う
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
和
辻
の
昭
和
四
年
は
極
め
て
精
力
的
に
「
人
間
」
の

語
の
国
語
学
的
哲
学
的
解
釈
学
的
研
究
が
集
中
さ
れ
た
時
期
と
推
定
さ
れ
る
。

七
、
「
国
民
道
徳
論
」
（
昭
和
五
年
）

の
人
聞
論

　
全
集
別
巻
二
に
は
又
「
国
民
道
徳
論
」
な
る
講
演
筆
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
昭
和
五
年
四
月
二
一
日
付
の
『
京
都
帝
国
大
学
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
同
年
四

月
一
四
日
か
ら
七
月
八
日
ま
で
、
退
役
軍
人
の
た
め
に
陸
軍
省
主
催
の
第
四
回

社
会
教
育
講
習
会
が
京
都
帝
大
の
学
内
で
開
か
れ
て
お
り
、
和
辻
は
そ
の
内
の

「
国
民
遣
徳
」
の
講
座
を
分
担
し
て
い
る
。
本
資
料
は
こ
の
公
開
講
義
の
筆
記

原
稿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
講
習
会
の
開
催
期
間
の
う
ち
、
和
辻
の
講

義
が
行
な
わ
れ
た
正
確
な
日
付
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
「
国
民
道
徳
論
」
構

想
メ
モ
一
別
巻
一
一
は
そ
の
章
節
立
て
が
こ
の
講
義
の
章
節
立
て
と
完
全
に
一

致
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
公
開
講
義
の
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
・
配
布

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
L
一
米
谷
匡
史
、
四
八
三
～
四
八
四
頁
一

　
こ
の
資
料
の
「
人
間
」
論
は
、
先
の
に
比
較
し
て
相
当
進
み
、
④
総
合
統
一

の
段
階
に
達
し
て
い
る
。
　
　
「
第
三
節
　
当
為
と
し
て
の
国
民
道
徳

　
人
間
は
必
ず
一
定
の
時
代
、
一
定
の
民
族
に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
離
れ

た
純
粋
な
人
間
は
抽
象
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
人
間
で
は
な
い
。

［
中
略
］
そ
う
し
て
国
民
適
徳
は
人
間
を
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
ま
ず

人
間
に
つ
い
て
研
究
し
よ
う
。

　
　
一
　
人
間
の
構
造

　
人
聞
と
は
決
し
て
個
人
を
言
う
の
で
は
な
い
。
個
人
と
し
て
の
人
間
は
空
間

の
一
定
位
置
を
占
め
他
か
ら
区
別
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
表
わ
す
適
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当
な
日
本
語
は
な
い
。
西
洋
語
の
竃
竃
一
英
一
、
ζ
實
ω
g
一
独
一
、
ま
昌
〇
一
羅
一

は
日
本
語
の
ひ
と
で
あ
っ
て
、
ひ
と
は
他
人
に
対
す
る
語
で
あ
る
。
し
か
る
に

人
間
を
表
わ
す
西
洋
語
は
な
い
。
『
言
海
』
に
は
人
間
を
「
世
間
、
世
の
中
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

と
注
釈
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間
と
は
人
生
で
あ
る
。
人
問
万
事
塞
翁
馬
の

人
問
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
問
に
対
す
る
語
は
天
上
で
あ
る
。
ゆ
え
に
人
問

は
個
人
で
は
な
く
て
社
会
的
存
在
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
娑
婆
の
生
活

の
匂
い
が
人
間
臭
い
の
で
あ
る
。
人
々
の
問
柄
自
他
の
交
渉
関
係
、
す
な
わ
ち

社
会
的
存
在
が
人
間
で
あ
る
。
ゆ
え
に
人
間
は
個
人
以
上
の
も
の
を
表
わ
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間
は
個
人
で
あ
る
と
と
も
に
社
会
的
存
在
で
あ

る
。
L
一
五
八
頁
）

　
こ
こ
で
は
「
人
間
」
は
単
に
「
世
の
申
・
世
間
」
と
同
義
で
は
な
く
、
「
個

人
で
あ
る
と
と
も
に
社
会
的
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
普
遍
的
「
構
造
」
と
し
て

把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
人
間
の
構
造
」
が
捕
え
ら
れ
た
段
階
を
以

て
、
和
辻
倫
理
学
固
有
の
且
つ
そ
の
最
基
礎
的
な
概
念
た
る
「
人
問
し
が
和
辻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎜
一

の
思
索
の
中
で
結
晶
し
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
時
期
と
し
て
は
、

昭
和
四
年
に
お
け
る
㍗
人
間
」
の
語
義
の
集
申
的
研
究
か
ら
、
昭
和
五
年
夏
迄

に
お
け
る
「
国
民
道
徳
論
し
の
公
開
講
義
準
備
に
至
る
一
年
有
余
と
見
積
も
る

こ
と
が
出
来
る
。

一
！
）
和
辻
哲
郎
門
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
岩
波
全
書
1
9
、
昭
和
九
年
、

　
岩
波
書
店
。
こ
れ
は
同
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
九
巻
一
昭
和
三
十
七
年
、
岩

　
波
書
店
一
に
収
録
。

一
2
一
和
辻
哲
郎
『
倫
理
学
』
上
巻
、
昭
和
十
二
年
、
中
巻
、
昭
和
十
七
年
、

　
下
巻
、
昭
和
二
十
四
年
、
岩
波
書
店
。
こ
の
う
ち
上
巻
と
中
巻
は
『
和
辻

　
哲
郎
全
集
』
第
十
巻
一
昭
和
三
十
七
年
、
岩
波
書
店
一
に
「
倫
理
学
　
上
」

　
と
し
て
、
ま
た
下
巻
は
同
十
一
巻
一
同
一
に
「
倫
理
学
　
下
」
と
し
て
収

　
録
。

一
3
一
吉
沢
伝
三
郎
門
和
辻
哲
郎
の
面
目
』
筑
摩
書
房
、
平
成
六
年
、
九
六
～

　
九
七
頁
参
照
。

一
4
一
『
岩
波
講
座
哲
学
』
第
一
巻
、
概
説
二
一
所
収
、
昭
和
六
年
、
岩
波

　
書
店
。

一
5
一
和
辻
が
仏
教
論
的
立
場
に
お
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
的
現
象
学
を
承
け
つ
つ

　
そ
の
最
終
局
面
た
る
生
活
世
界
論
に
既
に
突
入
し
て
い
た
と
の
分
析
を
含

　
む
吉
沢
伝
三
郎
㍗
仏
教
的
空
観
の
立
場
L
上
掲
書
二
一
〇
～
二
二
一
頁
は
、

　
解
釈
学
的
方
法
と
仏
教
論
と
の
和
辻
に
お
け
る
結
合
を
明
ら
か
に
し
て
い

　
る
。

一
6
一
大
野
透
㍗
人
問
・
教
養
の
語
誌
L
国
語
学
会
編
『
国
語
学
嶋
二
二
四
号
、

　
昭
和
五
八
年
、
武
蔵
野
書
院
、
左
三
頁
。

一
7
一
大
野
透
、
同
上
、
左
一
～
十
頁
。

一
8
一
「
畜
生
道
を
明
さ
ば
、
そ
の
住
処
に
二
あ
り
。
根
本
は
大
海
に
住
し
、

　
支
末
は
人
・
天
に
雑
は
る
。
」
源
信
門
往
生
要
集
』
石
田
瑞
麿
訳
、
昭
和

　
四
五
年
、
岩
波
書
店
一
日
本
思
想
大
系
一
、
三
二
頁
。

一
9
一
『
法
華
経
』
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
、
岩
波
文
庫
版
、
上
巻
、
三
一

　
四
頁
。
原
漢
文
も
同
所
。

（
1
0
一
同
上
、
一
七
二
頁
。
原
漢
文
も
同
所
。

一
u
一
吉
沢
、
上
掲
書
、
二
三
一
～
二
三
二
頁
。

一
1
2
一
筒
和
辻
哲
郎
全
集
』
別
巻
一
、
平
成
四
年
、
岩
波
書
店
。
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一
H
）
吉
沢
、
上
掲
書
、
二
三
五
～
二
三
七
頁
。

一
1
4
一
吉
沢
、
上
掲
書
、
二
三
四
～
二
三
五
頁
。

一
1
5
一
吉
沢
、
上
掲
書
、
二
三
八
～
二
四
一
頁
。

一
1
6
一
門
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
七
年
、
五
二
三
頁
。

一
1
7
一
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
十
五
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
四
年
、
書
簡
索

　
引
一
七
〇
五
頁
一
参
照
。

一
1
8
一
門
新
村
出
全
集
』
第
十
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
八
年
、
三
九
六
～

　
四
〇
三
頁
。

　
　
な
お
、
新
村
出
の
「
人
と
猿
」
と
い
う
昭
和
七
年
の
論
文
一
『
新
村
出

　
全
集
』
第
三
巻
、
昭
和
四
七
年
、
筑
摩
書
房
、
ニ
ハ
O
～
ニ
ハ
三
頁
一
は

　
固
有
の
和
語
「
ひ
と
し
の
語
源
研
究
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
漢
語
た
る
日
本

　
語
「
人
間
」
に
つ
い
て
和
辻
と
の
聞
に
検
討
調
査
の
や
り
と
り
を
し
た
こ

　
と
が
発
想
の
源
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
な
お
ま
た
、
和
辻
の
「
人
間
し
学
に
対
し
て
、
新
村
的
「
ヒ
ト
」
一
「
ヒ

　
は
日
・
霊
、
ト
は
所
・
物
の
意
か
」
新
村
出
編
門
広
辞
苑
』
岩
波
書
店
、

　
昭
和
四
十
四
年
第
二
版
以
降
参
照
一
に
沿
っ
た
「
ひ
と
の
覚
と
し
て
の
倫

　
理
学
し
試
論
一
未
完
一
と
し
て
、
二
瓶
孝
次
「
普
遍
的
現
象
学
一
二
一
～

　
　
一
六
ご
門
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
I
A
第
三
二
巻
一
号
～
第
三
四
巻
一

　
号
、
昭
和
五
六
～
五
八
年
、
及
び
、
同
「
ひ
と
の
目
覚
め
…
普
遍
的
現
象

　
学
実
際
論
其
の
二
…
人
（
ひ
と
一
は
霊
処
一
ひ
と
一
な
り
し
北
海
道
教
育

　
大
学
釧
路
校
紀
要
『
釧
路
論
集
』
第
士
二
号
、
昭
和
五
六
年
、
参
照
。

一
1
9
一
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
別
巻
二
、
平
成
四
年
、
岩
波
書
店
、
四
九
七
頁
。

一
2
0
一
和
辻
的
㍗
人
間
」
概
念
で
は
本
文
で
も
見
た
よ
う
に
「
人
と
人
と
の
交

　
渉
関
係
と
し
て
の
間
柄
し
つ
ま
り
「
世
の
中
」
の
広
義
と
全
く
重
な
る
意

義
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
観
点
は
現
存
資
料
の
中
で
辿
り
得
る
最
も

初
期
の
η
日
本
語
と
哲
学
L
メ
モ
一
昭
和
三
年
一
で
も
前
面
に
出
て
い
る
。

し
か
し
「
人
聞
」
の
「
「
間
」
は
処
を
表
し
、
ア
ヒ
ダ
を
表
さ
な
い
L
一
大

野
透
、
上
掲
論
文
一
と
す
れ
ば
、
「
純
粋
な
る
口
］
本
語
の
意
味
を
頼
り
と

し
て
一
す
な
わ
ち
言
語
の
意
味
に
存
せ
ざ
る
概
念
内
容
を
他
よ
り
持
ち
込

む
こ
と
な
く
一
自
ら
間
い
自
ら
思
索
す
る
こ
と
」
一
「
臼
本
語
と
哲
学
の
問

題
」
門
続
日
本
精
神
史
研
究
』
一
を
求
め
た
そ
の
冒
本
語
解
釈
学
の
当
初
の

姿
勢
か
ら
離
れ
て
、
「
ア
ヒ
ダ
」
に
固
有
の
語
義
を
「
人
問
」
の
「
問
」

に
独
自
に
輸
入
し
た
所
に
ま
さ
に
思
想
家
和
辻
の
独
創
が
見
ら
れ
る
と
言

え
よ
う
。

　
　
　
　
　
一
に
へ
い
・
こ
う
じ
　
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授
一
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